
浜松市生活支援体制づくり協議体（第 2 層、ありたま圏域） 第 3 回会議 議事録 
 
開催日時 令和 3 年 2 月 25 日（木）9 時 30 分から 11 時まで 
参 加 者 委員：9 人 事務局：1 人 その他：11 人（高齢者福祉課：3 人、東区長寿保険課 3 

人、積志協働センター1 人、包括支援センターありたま：1 人、浜松市社協：3 人） 
場 所 積志協働センター 302 講座室 
内 容 １ 会長挨拶 

 

２ 前回の振り返り 

 事務局より令和2年11月17日に開催した第2回協議体会議での協議内容、決定事項等に 

ついて報告。 

 
３ 協議事項 
■住民主体サービス補助金について 

高齢者福祉課より別紙「浜松市住民主体サービス補助金の手引き（暫定版）」を用い 

て説明。 

 

・3つに分かれていた要項が一本化された。（申請用紙も変わる） 

・補助対象となる経費について一部改正された。 

・補助金額が実利用者数で変わる。 

 
（1）サロンの拡充について 
■補助金についての意見や質疑応答 
委員からの意見 
・内容が固まった時点でサロン全体に向けた説明をお願いしたい。 
・申請用紙は負担が少ない形（チェック式等）が良い。 
 
委員から出た質問 
Q．補助金は年度ごとの申請か？支払いはいつになるか？ 
行政からの回答 
A．年度ごとの申請。支払いについては年度末になる。 

 
■包括よりチェックリストの実施状況について報告 

  サロン 2か所で実施。どちらも十分な人数がいた。他サロンでも同様に 8割くらい 

が対象になると思われる。 

 
（2）外出支援の検討 
 ■事務局より進捗状況の報告 

市の交通政策課との話し合いを 12 月に持ち、その後改めて運輸局に確認を行った 
ことを報告。利用料金の考え方と対象者を明確にすることの必要性を改めて確認。 

 

４ 副会長挨拶 

 



今 後 の 
見通し等 

・次年度第 1 回協議体会議は令和 3 年 4 月 21 日（木）9 時 30 分～積志協働センター 

3階 302講座室にて開催する。 

・協議体会議とは別の場でも話し合いの機会を持ち、家事支援での外出支援ができる 

よう地域の方々とともに調整・検討していく。 

 

 


